地域活性化事業「ほほ笑み広場」3年間の活動報告 by 中村 有美子
67
































2019 年 12 月 3 日受付／ 2020 年 1 月 23 日受理
＊ 1  Yumiko NAKAMURA
   関西福祉大学　看護学部
報　告
地域活性化事業「ほほ笑み広場」3年間の活動報告








側リーダー 2名と大学側リーダーである．3年間で計 24 回開催し，参加のべ人数は 496 人であった．構成






























A県 B市は，高齢化率が 38.7%（平成 30 年 10 月 1 日）















































事業の実施期間別に準備期（2017 年 6 月～ 8 月），1
年目（2017 年 9 月～ 2018 年 3 月），2 年目（2018 年 4











ほほ笑み広場の実施は，1年目 7 回，2 年目 11 回，3















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































成員は 16 人，計 33 人，のべ人員 134 人である．2年目
は 11 回実施し，実人員は地域高齢者 19 人，協力構成員
19 人，計 38 人，のべ人員 235 人であった．3年目は 10
月までに 6回実施し，実人員は地域高齢者 13 人，協力
構成員 21 人，計 34 人，のべ人員 127 人であった．構成
員別参加実人員及びのべ人員を表 4に示す．
1 回あたりの地域高齢者は，1 年目 11.1 人，2 年目
11.5 人，3 年目 8.5 人となっており，3 年目になると 3
人程度減少している．反対に1回あたりの協力構成員は，





































【実施回数】 1年目【 7 回】 2年目【11 回】 3年目【 6 回】＊1
地域高齢者 78（17） 127（19） 51（13）
1 回あたりの地域高齢者数 11.1 11.5 8.5
協力構成員
地域ボランティア 22（5） 51（6） 31（10）
学生ボランティア 13（8） 28（10） 31（8）
開催者 施設側リーダー 2名と大学側リーダー 21（3） 29（3） 14（3）
1 回あたりの協力構成員＊2 8 9.8 12.6 
総　計 134（33） 235（38） 127（34）
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